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Ⅰ 調査の概要                                          

 

１．調査の目的  

本調査は、「四日市市子ども・子育て支援事業計画」の策定に向けた基礎資料とすることを

目的として、就学前児童（０～５歳児）及び小学校児童（１～６年生）の保護者の教育・保育・

子育て支援に関する「現在の利用状況」や「今後の利用希望」を把握するために実施しました。 

 

２．調査の方法  

①調査対象地域 四日市市全域 

②調査対象者 対象年齢児童のいる保護者 

③調査期間  平成 2５年 11月～12月 

④調査方法  郵送による配布・回収 

 

３．サンプル数及び有効回収数  

調査種別 配布数 回収数 回収率 

就学前児童調査 3,000 1,920 64.0% 
小学校児童調査 1,300 799 61.5% 

 

４．注意事項  

①集計は、すべてパーセントで示しましたが、小数点第２位で四捨五入しているため、パーセ

ントの合計が100.0％にならない場合もあります。 

②複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合、回答は選択肢ご

との有効回答数に対して、それぞれの割合を示しています。そのため、合計が100.0％を

こえる場合があります。 

③グラフ及び表のＮ数（number of case）は、「無回答」や「不明」を除く有効標本数（集

計対象者総数）を表しております。 
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Ⅱ 調査結果のポイント                  

 

１．家族の状況と子どもの育ちをめぐる環境 

（１）対象児童の年齢 

 

    【就学前調査 N=1,893】 【小学校調査 N=797】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）回答者の配偶者の状況 

 

     【就学前調査 N=1,893】 【小学校調査 N=791】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．いる
95.2

２．いない
4.8

0歳
26.1 

1歳
14.2 

2歳
14.8 

3歳
14.3 

4歳
15.4 

5歳
15.3 1年

16.3 

2年
14.4 

3年
16.1 

4年
17.1 

5年
15.7 

6年
20.5 

１．いる
93.3

２．いない
6.7
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（３）子育ての主体者 

 

     【就学前調査 N=1,902】 【小学校調査 N=795】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）子どもの育ちをめぐる環境 
 

日頃、お子さんをみてもらえる親族・知人がいるかどうかについては、「緊急時もしくは

用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる」が60％弱で最も多くなっています。次いで、

「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」が30％強となっており、「緊急時もしくは用事

の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる」も『小学校』では20％以上に上ります。 

一方、約10％の方が「いずれもいない」と回答しています。 

 

《日頃、子どもを見てもらえる親族・知人など／複数回答》 
【就学前調査 N=1,888】【小学校調査 N=785】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．父母ともに
44.0 

２．主に母親

54.0 

３．主に父親 0.1 
４．主に祖母 1.0 
５．主に祖父 0.1 

６．その他 0.8 

１．父母ともに
53.2

２．主に母親
44.3

３．主に父親
0.5

４．主に祖母 1.4 ５．主に祖父
0.3

６．その他
0.4

58.7 

34.5 

13.4 

2.5 

10.2 

56.6 

33.4 

23.8 

5.4 

10.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 

２．緊急時もしくは用事の際には祖父母等の

親族にみてもらえる

１．日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

４．緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる

友人・知人がいる

３．日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる

５．いずれもいない

就学前

小学生
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１．フルタイムで

働いている
15.6

２．フルタイムで

働いているが、産休・

育休・介護休業中

である 8.9

３．パート・アルバイト

等で働いている
22.4

４．パート・アルバイト

等で働いているが、

産休・育休・介護

休業中である 1.7

５．以前は働いてい

たが、現在は働いて

いない
45.9

６．これまで働いた

ことがない 5.5

 

２．母親の就労状況について 

（１）現在の就労状況について 
 

母親の現在の就労状況は、『就学前』では半数を超える方が「働いていない」という状況

ですが、『小学校』では「働いていない」が少なくなり、「パート・アルバイト」が約50％

となります。子どもが大きくなるに従い、パート等に就く方が増えることがうかがえます。 

前回調査と比較すると、『小学校』は大きくは変わりませんが、『就学前』で「パート・ア

ルバイト」の増加が見られ、子どもが小さい時から働く方が増えている状況がうかがえます。 

 
       【就学前調査 N=1,886】 
 
 
 
      〔前回調査〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       【小学校調査 N=782】 
 
 
 
 
 
 
      〔前回調査〕 
 
 
 
 
 
 
 
 

就労している（フルタ

イム）
21.0 

就労している（育休・

介護休業中）
0.6 

就労している（パー

ト・アルバイト等）
43.4 

以前は就労していた

が、現在は就労して

いない
29.1 

これまでに就労した

ことがない
5.8 

１．フルタイムで

働いている
19.8

２．フルタイムで

働いているが、産休・

育休・介護休業中

である
0.4

３．パート・アルバイト

等で働いている
49.0

４．パート・アルバイト

等で働いているが、

産休・育休・介護休

業中である
0.6

５．以前は働いて

いたが、現在は

働いていない
24.3

６．これまで働いた

ことがない
5.9

就労している（フルタ

イム）
12.0 

就労している（育休・

介護休業中）
8.4 

就労している（パー

ト・アルバイト等）
15.0 

以前は就労していた

が、現在は就労して

いない
61.2 

これまでに就労した

ことがない
3.5 
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（２）現在パート・アルバイト等で働いている方のフルタイムへの転換希望 
 
 

現在パート・アルバイト等で働いている方のフルタイムへの転換希望は、「今後も、パー

ト・アルバイト等で働き続けたい」が60%前後に上ります。また、「フルタイムへの転換希

望はあるが、実現できる見込みはない」が30%弱です。一方、「フルタイムへの転換希望が

あり、実現できる見込みがある」は『就学前』のほうがやや多く8.4％です。 

前回調査と比較すると、現状のままパート等で働き続けることを希望する方が増えている

と言えます。 

 

       【就学前調査 N=450】 
 

 

 

      〔前回調査〕 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小学校調査 N=382】  
 

 

 

 

      〔前回調査〕 
 

 

 

 

 

 

 

 

１．フルタイムへの

転換希望があり、

実現できる見込みが

ある 8.4

２．フルタイムへの

転換希望はあるが、

実現できる見込みは

ない 28.2

３．今後も、パート・

アルバイト等で

働き続けたい
59.8

４．パート・アルバイト

等をやめて子育てや

家事に専念したい
3.6

１．フルタイムへの

転換希望があり、

実現できる見込みが

ある
4.2

２．フルタイムへの

転換希望はあるが、

実現できる見込みは

ない
28.0

３．今後も、パート・

アルバイト等で

働き続けたい
63.6

４．パート・アルバイト

等をやめて子育てや

家事に専念したい
4.2

問10

（フルタイムへの転

換）希望があり予定

もある
8.4 

（フルタイムへの転

換）希望はあるが予

定はない
49.2 

（フルタイムへの転換

希望は）ない
42.5 

（フルタイムへの転

換）希望があり予定

もある
1.6 

（フルタイムへの転

換）希望はあるが予

定はない
44.1 

（フルタイムへの転換

希望は）ない
54.3 



6 

 

（３）現在働いていない方の働きたいという希望 
 

現在働いていない方の就労希望は、「すぐにでも、もしくは１年以内に働きたい」方が『就

学前』で約20％、『小学校』で約30％です。また、「１年より先、一番下の子どもが□歳

になったころに働きたい」を合わせると、『就学前』の80%弱、『小学校』の70％弱が「働

きたい」と考えていることになります。一方、「子育てや家事などに専念したい（働く予定

はない）」方は『就学前』で20％強、『小学校』で30％強に上ります。 

前回調査と比較すると、『就学前』『小学校』ともに働きたいと思っている方の割合は若干

減っており、現状のまま、家事専業であることを選ぶ方がやや増加していると言えます。 

 
       【就学前調査 N=919】 
 
 
 
       〔前回調査〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       【小学校調査 N=224】 
 
 
 
 
       〔前回調査〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(就労したいと)思って
いない

14.9 

(就労したいと)思って
いる
63.4 

すぐにでも、もしくは１

年以内に就労したい
21.7 

(就労したいと)思って
いない

22.8 

(就労したいと)思って
いる
45.3 

すぐにでも、もしくは１

年以内に就労したい
31.9 

１．子育てや家事な

どに専念したい（働く

予定はない）
23.3 

２．１年より先に

働きたい
58.0 

３．すぐにでも、

もしくは１年以内に

働きたい
18.7 

１．子育てや家事な

どに専念したい

（働く予定はない）
32.6 

２．１年より先に

働きたい
37.5 

３．すぐにでも、

もしくは１年以内に

働きたい
29.9 
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３．教育・保育事業の利用状況と利用希望 

（１）幼稚園や保育園などの「定期的な教育・保育の事業」の利用状況 
 

定期的な教育・保育事業の利用状況は、「利用している」が60%弱であり、内訳としては

「幼稚園」と「保育園」が多く、その差は僅かです。 

年齢別にみると、『０歳』は「利用していない」が約90％、『１歳』『２歳』で徐々に「保

育園」の利用が増え、『３歳』以上になると「幼稚園」が最も多く、全体の40～60％が利

用しています。「保育園」は『２歳』から『５歳』の子どもの30～40％が利用しているこ

とになります。 

母親の就労形態別にみると、『フルタイム』では「保育園」が80％を超えており、『パー

ト・アルバイト等』でも50％を超えています。一方、『無職』では「幼稚園」が80％を超

えており、『パート・アルバイト等』でも約40％となっています。 

 

【就学前調査 N=1,912】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別集計 

  0 歳 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 

  10.3 33.8 51.8 84.8 98.6 99.3
１．幼稚園 0.8 1.1 10.8 43.3 61.5 62.4
３．保育園 8.1 25.9 30.2 38.5 36.4 36.6
５．その他の保育施設 1.0 2.6 5.0 1.1 - 0.3
２．幼稚園の預かり保育 - 0.4 - 2.2 4.1 2.4
４．事業所内保育施設 0.6 1.9 1.4 - 0.3 0.7
８．ファミリー・サポート・センター - - 0.4 0.4 - -

利
用
し
て
い
る 

９．その他 0.4 2.3 5.8 1.9 - -
利用していない  89.7 66.2 48.2 15.2 1.4 0.7

N値（人） 493 266 278 270 291 287
  ※家庭的保育、居宅訪問型保育は省略 

27.5

26.8

1.6

1.5

0.8

0.1

0.0

0.0

1.5

42.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

１．幼稚園

３．保育園

５．その他の保育施設

２．幼稚園の預かり保育

４．事業所内保育施設

８．ファミリー・サポート・センター

６．家庭的保育

７．居宅訪問型保育

９．その他

利用していない

１．幼稚園 

３．保育園 

５．その他の保育施設 

２．幼稚園の預かり保育 

４．事業所内保育施設 

８．ファミリー・サポート・センター

６．家庭的保育 

７．居宅訪問型保育 

利
用
し
て
い
る 

９．その他 

利用していない 
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就労形態別集計 

  フルタイム パート・アルバイト等 無職 

  69.1 80.2 41.7
１．幼稚園 6.5 30.8 36.0
３．保育園 59.5 43.7 3.0
５．その他の保育施設 1.5 3.7 0.6
２．幼稚園の預かり保育 1.3 3.1 0.8
４．事業所内保育施設 1.7 1.3 -
８．ファミリー・サポート・センター - 0.2 0.1

利
用
し
て
い
る 

９．その他 0.2 1.3 2.3
利用していない  30.9 19.8 58.3

N値（人） 317 365 402
  ※家庭的保育、居宅訪問型保育は省略 
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（２）「定期的な教育・保育の事業」を利用していない方の理由 
 

教育・保育事業を利用していない理由は、「子どもがまだ小さいため」が約60％、次いで、

「特に利用する必要がない」が約30％です。一方、経済的な理由、定員に空きがないなど、

利用したいができないという方はいずれも10％未満ですが、一定割合あることが分かりま

す。 

 

【就学前調査 N=806／複数回答】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       《平日の定期的な教育・保育を利用しようと考えている年齢》 
【N=486】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもが「3歳」くらいになったら利用しようと考えている方が最も多く、50％近くに

上ります。 

0.0

13.0

10.7

45.5

26.3

4.5

0.0

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0 

０歳

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

６歳以上

61.8

33.3

8.2

7.8

5.8

2.2

2.2

1.9

0.2

11.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 

９．子どもがまだ小さいため

１．特に利用する必要がない

２．子どもの祖父母や親戚の人がみている

６．経済的な理由で利用できない

５．利用したい事業の定員に空きがない

４．利用したい事業が地域にない

８．質に不安がある

７．利用したい時間帯等の条件が合わない

３．近所の人や父母の友人・知人がみている

10．その他
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（３）平日の「定期的な教育・保育の事業」の利用意向 
 

平日に定期的に利用したい教育・保育事業については、「幼稚園」が最も多く、僅かな差

で「保育園」が続き、これらは50％以上に上ります。また、「幼稚園の預かり保育」も約

20％、「認定子ども園」が15％弱です。 

年齢別にみると、『０歳』と『１歳』では「保育園」が60％を超えていますが、『２歳』

以上で徐々にその割合を下げ、逆に「幼稚園」の利用希望が『２歳』以上では50％を上回

り、割合も増えています。「認定子ども園」の利用希望は『０歳』と『１歳』で比較的多い

と言えます。 

母親の就労希望形態別にみると、『フルタイム』では「保育園」が、『無職』では「幼稚園」

がそれぞれ80％近くに上ります。一方、『パート・アルバイト等』では、「幼稚園」が約55％、

「保育園」が約50％と、僅かに「幼稚園」の希望が上回っています。 

 

【就学前調査 N=1,787／複数回答】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別集計 

 0 歳 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 

１．幼稚園 49.7 49.8 56.3 56.1 58.9 60.4
３．保育園 63.0 62.7 50.2 43.5 36.9 41.5
２．幼稚園の預かり保育 20.4 17.3 19.4 17.8 19.8 21.1
５．認定こども園 17.2 19.3 11.8 12.3 11.0 10.0
６．事業所内保育施設 8.6 5.2 5.3 4.7 4.9 5.2
４．定員20人未満の小規模な保育施設 8.0 6.4 9.1 0.8 3.4 3.7
10．ファミリー・サポート・センター 4.5 3.6 6.1 2.4 4.2 3.3
７．その他の保育施設 3.7 4.0 3.4 2.0 1.1 1.9
９．居宅訪問型保育 2.4 2.8 1.9 0.4 1.9 3.3
８．家庭的保育 1.5 1.2 1.9 0.4 1.5 1.5
11．その他 2.4 2.0 0.4 1.2 0.8 1.5

N値（人） 465 249 263 253 263 270
 

 

55.0

50.6

19.6

13.8

5.9

5.5

4.0

2.7

2.1

1.3

1.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 

１．幼稚園

３．保育園

２．幼稚園の預かり保育

５．認定こども園

６．事業所内保育施設

４．定員20人未満の小規模な保育施設

10．ファミリー・サポート・センター

７．その他の保育施設

９．居宅訪問型保育

８．家庭的保育

11．その他
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就労希望形態別集計 

 フルタイム パート・アルバイト等 無職 

１．幼稚園 25.1 55.8 79.9
３．保育園 77.3 50.9 27.5
２．幼稚園の預かり保育 19.7 22.1 18.9
５．認定こども園 18.8 12.7 10.4
６．事業所内保育施設 8.8 5.9 3.5
４．定員20人未満の小規模な保育施設 6.7 3.8 4.9
10．ファミリー・サポート・センター 5.2 2.7 3.5
７．その他の保育施設 2.9 2.7 2.1
９．居宅訪問型保育 2.3 1.3 2.5
８．家庭的保育 1.0 1.1 1.5
11．その他 1.5 0.8 1.8

N値（人） 613 371 713
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４．子育て支援事業の利用について 

（１）子どもが病気の際の対応について 
 

この１年間に、お子さんが病気やけがでいつも利用している教育・保育事業が利用できな

かったことが「あった」方が全体の4分の３に上ります。 

その時の対処方法は、「母親が仕事を休んだ」が最も多く、全体の40％以上に上ります。

その一方、「病児・病後児保育を利用した」は少数でした。 

母親または父親が仕事を休んだ際に、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用

したい」と思った方は全体の10％強となっており、一定割合のニーズが認められます。 

逆に、「利用したいとは思わない」方の理由は、「他人に見てもらうのは不安」や「親が仕

事を休んで対応」などが多くなっています。 

 
【就学前調査 N=1,040／複数回答】 

    《子どもが病気の際の対応》 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《仕事を休んだと回答した父親又は母親の     《病児・病後児保育を利用したいと思わない 
 病児・病後児保育の利用希望》          方の理由／複数回答》 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．できれば病児・病

後児保育施設等を利

用したい
12.2 

２．利用したいとは思

わない
32.3 

17.9 

17.9 

9.2 

8.5 

4.4 

3.8 

7.2 

- 10.0 20.0 

１．病児・病後児を他人にみても

らうのは不安

６．親が仕事を休んで対応する

４．利用料がかかる・高い

３．利便性（立地や利用可能時

間・日数など）がよくない

２．質に不安がある

５．利用料がわからない

７．その他

43.3 

26.9 

25.2 

12.0 

3.2 

0.3 

0.2 

0.1 

2.4 

23.2 

- 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 

２．母親が仕事を休んだ

３．（同居者を含む）親族・知人に子どもをみて…

１．父親が仕事を休んだ

５．病児・病後児保育を利用した

８．仕方なく子どもだけで留守番をさせた

６．ファミリー・サポート・センターを利用した

７．ベビーシッターを利用した

９．その他

教育・保育事業が利用できなかったことはな…

２．母親が仕事を休んだ 

４．父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた 

３．（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった 

１．父親が仕事を休んだ 

５．病児・病後児保育を利用した 

８．仕方なく子どもだけで留守番をさせた 

６．ファミリー・サポート・センターを利用した 

７．ベビーシッターを利用した 

教
育
・
保
育
事
業
が
利
用
で
き
な
か
っ
た ９．その他 

教育・保育事業が利用できなかったことはなかった
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5.3 

4.1 

0.7 

1.0 

89.4 

 0.0  20.0  40.0  60.0  80.0  100.0

２．幼稚園の預かり保育

１．一時保育

３．ファミリー・サポート・センター

４．その他

５．利用していない

 

（２）現在、不定期に利用している事業 
 

不定期に利用している事業は、「幼稚園の預かり保育」が5.3％、「一時保育」が4.1％、

「ファミリー・サポート・センター」が0.7％、「その他」が1.0％と少なく、「利用してい

ない」が89.4％を占めています。 

不定期の教育・保育事業を利用していない理由は、「特に利用する必要がない」が全体の

71.0%に上ります。一方、「事業の利用方法」や「利用料」、「事業の対象者」などがわから

ないこと、及び、「利用料」や「事業の質」、「利便性」、「事業が地域にない」など、内容や

条件等を要因とする方も一定割合に上ります。 

 

【就学前調査 N=1,895／複数回答】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  《不定期の事業を利用していないと回答した方の理由／複数回答》  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

71.0 

16.5 

10.0 

5.5 

5.3 

5.1 

4.3 

2.8 

4.9 

- 20.0 40.0 60.0 80.0 

１．特に利用する必要がない

５．利用料がかかる・高い

８．事業の利用方法（手続き等）がわからない

６．利用料がわからない

３．質に不安がある

７．自分が事業の対象者になるのかどうかわからない

４．利便性（立地や利用可能時間・日数など）が

よくない

２．利用したい事業が地域にない

９．その他
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（３）不定期の事業の利用希望 
 

不定期で今後事業を「利用したい」方は約45％、「利用する必要はない」方は約55％と

なっています。 

不定期で事業を利用する場合、「私用、リフレッシュ目的」と「冠婚葬祭、学校行事、子

どもや親の通院等」が全体の約30％前後である一方、「不定期の就労」で事業を利用したい

方は10％弱となっています。 

 

 《不定期の事業を利用したいと回答した方  
  の利用目的／複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【就学前調査 N=1,855】 
 

 

 

（４）泊まりがけで預けなければならなかったことの有無 
 

この１年間に、保護者の用事でお子さんを泊まりがけで家族以外にみてもらわなければな

らないことが「あった」方は約15％です。 

その際の対処方法としては、「（同居者を含む）親族・知人にみてもらった」が全体の10%

強で、該当者の中では大半を占めます。一方、全体の2.6％ながら「仕方なく子どもを同行

させた」方もいました。 

 

 《泊まりがけで預けなければならなかった  
  場合の対処方法／複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【就学前調査 N=1,856】 
 

 

１．利用したい
45.8２．利用する

必要はない
54.2

31.8 

28.1 

8.7 

1.7 

- 20.0 40.0 

１．私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）や

親の習い事等）、リフレッシュ目的

２．冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含

む）や親の通院等

３．不定期の就労

４．その他

１．あった
14.4

２．なかった
85.6

12.8 

2.6 

0.1 

0.1 

0.1 

0.2 

0.0 5.0 10.0 15.0 

１．（同居者を含む）親族・知人にみてもらった

４．仕方なく子どもを同行させた

５．仕方なく子どもだけで留守番をさせた

２．ショートステイ（子育て短期支援事業）を利用した

３．２以外の保育事業（認可外保育施設、

ベビーシッター等）を利用した

６．その他
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（５）子育て支援センター等の利用状況 
 

親子が集まって交流や相談の場を提供する事業等の利用状況は、「利用していない」が

60％以上に上り、特に「子育て支援センター」を利用していない理由としては、「教育・保

育の事業を利用している」や「必要がない」などが多いものの、情報不足や利用方法がわか

らないこと、及び利用条件が合わないことも一定割合に上ります。 

事業の利用状況を年齢別にみると、「幼稚園、保育園のあそび会、あそぼう会」の利用は

『２歳』で50％近くに上り、『０歳』『１歳』でも30％を上回っています。また、「子育て

支援センター」の利用は『０歳』『１歳』『２歳』で約30％に上っています。 

 

  《子育て支援センターを利用していない方 
   の理由／複数回答】 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【就学前調査 N=1,846／複数回答】 
 

 

 
 

年齢別集計 

 0 歳 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 

２．幼稚園、保育園のあそび会、あそ

ぼう会 
31.4 39.2 48.2 18.0 9.5 6.2

１．子育て支援センター 27.8 30.0 28.7 11.3 5.8 4.3
３．民生委員・児童委員、主任児童委

員など各地区で実施する事業 
3.6 9.1 5.1 3.1 1.5 1.1

４．ＮＰＯ等の市民活動団体が実施す

る事業 
1.5 2.7 0.4 4.3 2.2 1.8

５．その他 2.3 2.7 2.6 3.9 0.7 1.4
６．１～５の事業を利用していない 53.3 46.8 44.1 73.8 83.6 88.0

N値（人） 478 263 272 256 275 276
 

18.0 

15.0 

10.4 

8.3 

6.7 

6.1 

6.0 

5.2 

4.2 

14.8 

8.5 

0.0 10.0 20.0 

９．教育・保育の事業を利用しているか

ら

８．利用する必要がないから

２．子育て支援センターに関する

情報提供が不十分だから

６．利用方法がわからないから

１．子育て支援センターを知らないから

４．希望する開催時間があわないから

５．希望する曜日があわないから

３．場所が悪く利用しづらいから

７．自分が利用できるのかどうか

わからないから

10．特に理由はない

11．その他

26.1 

18.9 

3.8 

2.0 

2.2 

63.8 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 

２．幼稚園、保育園のあそび

会、あそぼう会

１．子育て支援センター

３．民生委員・児童委員、主

任児童委員など各地区で実

施する事業

４．ＮＰＯ等の市民活動団
体が実施する事業

５．その他

６．１～５の事業を利用してい

ない
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（６）子育て支援センターの今後の利用希望 
 

今後、地域子育て支援センターを利用したいかどうかについては、「利用していないが、

今後利用したい」と「すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい」を合わせて、約

３分の１の方が利用意向を持っています。 

年齢別にみると、『０歳』では「利用していないが、今後利用したい」が50％を上回って

います。また、『０歳』『１歳』では「すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい」

も10％強に上ります。 

 
【就学前調査 N=1,454】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
年齢別集計 

 0 歳 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 

１．利用していないが、今後利用した

い 
52.0 31.3 24.0 14.0 9.5 12.1

２．すでに利用しているが、今後利用

日数を増やしたい 
11.9 10.8 6.7 1.9 1.8 0.4

３．新たに利用したり、利用日数を増

やしたいとは思わない 
36.1 57.9 69.2 84.1 88.7 87.5

N値（人） 377 195 208 207 222 224
 

１．利用していない

が、今後利用したい
26.7

２．すでに利用して

いるが、今後利用

日数を増やしたい
6.2

３．新たに利用

したり、利用日数を

増やしたいとは

思わない 67.1
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５．小学生の放課後の過ごし方 

（１）現在、放課後を過ごす場所 
 

現在のお子さんの放課後の過ごし方については、「自宅」が80%以上に上り、「習い事」

も60％を超えています。一方、「放課後児童クラブ（学童保育所）」は7.2％、「児童館」は

2.5％となっており、「ファミリー・サポート・センター」の利用はありません。 

学年別にみると、いずれの学年も「自宅」が80％以上に上ります。「放課後児童クラブ（学

童保育所）」については、低学年のほうが比較的多く、『1年生』と『3年生』の利用が10％

を超えています。 

 

【小学校調査 N=793／複数回答】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年別集計 

 1 年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生

１．自宅 80.0 87.8 81.0 85.3 80.3 84.0
４．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） 55.4 67.0 69.0 63.2 65.6 71.6
３．友人・知人宅 26.9 33.0 33.3 31.6 31.1 26.5
８．公園や校庭など 20.8 31.3 31.7 22.1 27.9 25.9
２．祖父母宅 9.2 8.7 12.7 8.8 11.5 6.8
６．放課後児童クラブ（学童保育所） 14.6 7.0 10.3 5.9 4.9 1.9
５．児童館 3.1 0.9 4.0 5.1 1.6 0.6
７．ファミリー・サポート・センター - - - - - -
９．その他 2.3 1.7 1.6 1.5 - 1.2

N値（人） 130 115 126 136 122 162
 

83.0

65.6

30.1

26.4

9.6

7.2

2.5

0.0

1.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0 

１．自宅

４．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など)

３．友人・知人宅

８．公園や校庭など

２．祖父母宅

６．放課後児童クラブ（学童保育所）

５．児童館

７．ファミリー・サポート・センター

９．その他
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（２）今後、放課後を過ごさせたいと思う場所 
 

今後、どのような場所で放課後を過ごさせたいかについては、前ページの現在の過ごし方

と大きくは傾向が変わらず、「自宅」が約80%、「習い事」が約70％です。一方、「放課後

児童クラブ(学童保育所)」も現状と大きくは変わらず8.0％でした。 

学年別でも現在の過ごし方と同様であり、「放課後児童クラブ」については、『1年生』と

『3年生』で10％を超えています。 

 

【小学校調査 N=792／複数回答】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年別集計 

 1 年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生

１．自宅 68.5 80.0 75.2 78.4 78.4 80.7

４．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） 65.4 71.3 69.6 69.4 69.6 72.7

９．公園や校庭など 30.8 36.5 38.4 28.4 28.8 31.7
３．友人・知人宅 27.7 27.8 29.6 29.9 25.6 26.1
２．祖父母宅 9.2 7.8 11.2 7.5 8.8 5.0
６．放課後児童クラブ（学童保育所） 16.2 7.0 10.4 9.0 6.4 0.6
７．放課後子ども教室 6.2 7.0 5.6 5.2 5.6 3.7
５．児童館 6.9 2.6 7.2 7.5 4.0 2.5
８．ファミリー・サポート・センター - - 1.6 - - -
10．その他 1.5 2.6 3.2 2.2 0.8 2.5

N値（人） 130 115 125 134 125 161
 

76.9

69.8

32.2

27.7

8.2

8.0

5.4

5.1

0.3

2.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0 

１．自宅

４．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）

９．公園や校庭など

３．友人・知人宅

２．祖父母宅

６．放課後児童クラブ（学童保育所）

７．放課後子ども教室

５．児童館

８．ファミリー・サポート・センター

10．その他
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91.8

98.6

99.5

91.1

8.2 

1.4 

0.5 

8.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平日の放課後

土曜日

日曜・祝日

長期休暇期間中

利用状況

１．利用していない ２．利用している

 

（３）放課後児童クラブ（学童保育所）の利用状況 
 

放課後児童クラブ（学童保育所）の利用状況は、平日の放課後と長期休暇期間中が8～9％

となっています。 

放課後児童クラブ（学童保育所）を利用していない理由は、「特に必要ないから」が全体

の約70％を占めています。一方、「利用料がかかる」をはじめとして、利用したいができて

いないと考えられる方も合わせて20％弱に上ります。 

 

【小学校調査／複数回答】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  
 

 

 

       《放課後児童クラブ（学童保育所）を利用していない理由》 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．特に必要ないから
69.8 

３．近くに学童保

育所がないから
1.9 

４．学童保育所に空

きがないから
0.6 

５．学童保育所の開

設時間が短いから
0.8 

６．学童保育所の対

象年齢などの利用条

件が合わないから
1.3 

７．学童保育所の指

導方針が合わないか

ら
1.0 

８．利用料がかかる

から
7.1 

９．その他
5.6 

平日の放課後 
【N=772】 

土曜日 
【N=770】 

日曜・祝日 
【N=769】 

長期休暇期間中 
【N=772】 
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86.7

95.8

98.2

78.7

13.3 

4.2 

1.8 

21.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平日の放課後

土曜日

日曜・祝日

長期休暇期間中

利用希

１．利用する必要はない ２．利用したい

 

（４）放課後児童クラブ（学童保育所）の利用希望 
 

今後の放課後児童クラブの利用希望は、いずれも現在の利用状況よりも多く、平日の放課

後で約5ポイント、長期休暇期間中で約14ポイント多くなっています。 

利用したい場合、何年生まで利用したいかについては、平日の放課後、土曜日、日曜・祝

日、長期休暇期間中のいずれも「6年生」まで利用したい方が最も多く、利用したい方のう

ちの約60～70%に上ります。 

 

【小学校調査】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

       《放課後児童クラブ（学童保育所）の利用を希望する学年（～年まで）》 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平日の放課後 
【N=768】 

土曜日 
【N=762】 

日曜・祝日 
【N=757】 

長期休暇期間中 
【N=774】 

 

3.1 

3.7 

0.7 

13.3 

11.1 

10.0 

6.7 

16.3 

14.8 

20.0 

16.8 

8.2 

11.1 

12.8 

59.2 

59.3 

70.0 

63.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平日の放課後

土曜日

日曜・祝日

長期休暇期間中

希

1年 2年 3年 4年 5年 6年

平日の放課後 
【N=98】 

土曜日 
【N=27】 

日曜・祝日 
【N=10】 

長期休暇期間中 
【N=149】 
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１．毎日食べる
93.1 

２．たいてい食べる
5.4 

３．あまり食べない
1.4 

４．食べない
0.1 

 

６．小学生の生活習慣 

（１）朝食の摂取状況 

 【小学校調査 N=798】 

朝食を「毎日食べる」お子

さんが90％以上を占めてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）起床時刻 

 【小学校調査 N=798】 

お子さんのふだんの起床時

間は、「午前6時30分～7

時」が約50％で最も多く、

「午前6時～6時 30分」が

約30％であり、午前6時台

に起床する子どもが約80％

を占めています。 

 

 

 

 

 

 

（３）就寝時刻 

 【小学校調査 N=799】 

お子さんのふだんの就寝時

間は、「午後9時～10時」が

約60％弱に上り、「午後10

時～11時」が約20％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

１．午前6時より前
2.4

２．午前6時以降、
午前6時30分より前

29.2

３．午前6時30分以
降、午前7時より前

52.8

４．午前7時以降、
午前7時30分より前

15.2

５．午前7時30分以
降、午前8時より前

0.5

１．午後8時より前
0.5
２．午後8時以降、
午後9時より前

17.0

３．午後9時以降、
午後10時より前

57.6

４．午後10時以降、
午後11時より前

22.7

５．午後11時以降、
午前0時より前 1.8

６．午前0時以降 0.3
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（４）テレビやビデオ・ＤＶＤの観賞時間 

 【小学校調査 N=796】 

ふだん、テレビ等をどれく

らいの時間観ているかについ

ては、「1時間～2時間」が約

40％で最も多く、「2時間～

3時間」が約25％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

（５）携帯電話・スマートフォン・パソコン等の所有状況 

 【小学校調査 N=791】 

インターネットに接続でき

る自分用の携帯電話・スマー

トフォン・パソコン等を持っ

ているかどうかについては、

「持っている」が20％弱に

上ります。 

 

 

 

 

 

 

（６）インターネット・メール等の時間 

 【小学校調査 N=136】 

１日当たり、携帯電話・ス

マートフォン・パソコン等を

どれくらいの時間利用してい

るかについては、「30分より

少ない」が約40％で最も多

く、「30分～1時間」が約

25％、「1時間～2時間」が

20％弱となっています。 

 

 

 

 

１．まったく観ない

1.4
２．30分より少ない

3.8

３．30分以上、
1時間より少ない

20.0

４．1時間以上、
2時間より少ない

42.1

５．2時間以上、
3時間より少ない

24.2

６．3時間以上
8.5

１．まったく観ない
8.1

２．30分より少ない
38.2

３．30分以上、
1時間より少ない

24.3

４．1時間以上、
2時間より少ない

17.6

５．2時間以上、
3時間より少ない

8.1

６．3時間以上 2.9
７．わからない 0.7 問27-�

１．持っている
17.4

２．持っていない
82.6
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７．職場の両立支援制度 

（１）育児休業の取得状況 
 

育児休業の取得状況は、「母親」は「取得した（取得中である）」は約25％、「取得してい

ない」は20%となっています。一方、「父親」の取得は僅かです。 

育児休業を取得していない理由については、「母親」では「子育てや家事に専念するため

退職した」が50％以上に上ります。父親では、「制度を利用する必要がなかった」が約60％

に上り、「配偶者が育児休業制度を利用した」も約25％となっています。しかし、母親、

父親とも「制度がなかった」や「取りにくい雰囲気があった」、「仕事に戻るのが難しそうだ

った」なども一定割合に上ります。 

 

【就学前調査】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  《取得していないと回答した方の理由／複数回答》 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【N=307】 
 【N=1,243】 

3.6 

0.0 

10.1 

54.4 

14.3 

6.5 

2.9 

13.7 

0.3 

4.6 

17.3 

5.2 

0.7 

2.6 

16.3 

1.0 

24.7 

58.3 

2.0 

15.8 

19.5 

0.4 

4.1 

4.3 

15.8 

8.8 

0.2 

1.3 

0.2 

4.2 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 

１．保育園などに預けることができた

２．配偶者が育児休業制度を利用した

３．配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえる

など、制度を利用する必要がなかった

４．子育てや家事に専念するため退職した

５．職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

６．仕事が忙しかった

７．(産休後に)仕事に早く復帰したかった

８．仕事に戻るのが難しそうだった

９．昇給・昇格などが遅れそうだった

10．収入減となり、経済的に苦しくなる

11．職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に
定めがなかった）

12．有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさな
かった

13．育児休業を取得できることを知らなかった

14．産前産後の休暇(産前6週間､産後8週間)を取得
できることを知らず､退職した

15．その他

母親

父親

54.8

0.7

25.2

2.3

20.0

97.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親

父親

１．働いていなかった ２．取得した（取得中である）

３．取得していない

母 親 
【N=1,877】 

父 親 
【N=1,692】 
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（２）職場復帰の状況 
 

育児休業取得後に職場に復帰した方は、母親では65.0％、父親では100％となっていま

す。 

この方々が育児休業から職場に復帰したタイミングをみると、母親では、「１歳６か月～

２歳」以降を希望されている方が合わせて約60％に上るのに対し、実際には「１歳～１歳

６か月」までに復帰される方が合わせて75％以上に上ります。一方、父親では、希望、実

際とも「6か月未満」が大半です。 

 
【就学前調査】 

 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
《母親の職場復帰のタイミング》 《父親の職場復帰のタイミング》 
 実際【N=293】、希望【N=281】  実際【N=29】、希望【N=23】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

65.0

100.0

28.3 6.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親

父親

１．育児休業取得後、職場に復帰した

２．現在も育児休業中である

３．育児休業中に離職した

6.5

18.4

52.2

9.2

9.2

4.4

1.8 

5.3 

33.1 

17.8 

16.4 

25.6 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0 

6ヶ月未満

6ヶ月から1歳未満

1歳から1歳6ヶ月未満

1歳6ヶ月から2歳未満

2歳から3歳未満

3歳以上

実際

希望

93.1 

0.0 

0.0 

0.0 

6.9 

0.0 

82.6 

0.0 

8.7 

0.0 

4.3 

4.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0 

6ヶ月未満

6ヶ月から1歳未満

1歳から1歳6ヶ月未満

1歳6ヶ月から2歳未満

2歳から3歳未満

3歳以上

実際

希望

母 親 
【N=452】 

父 親 
【N=35】 
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８．子育て全般 

（１）今後、市に期待する施策 
 

今後、市に期待する施策は、『就学前』『小学校』とも「子育てにかかる経済的援助」が最

も多く、約65％に上ります。次いで、「仕事と家庭との両立の推進」がいずれも40％弱と

なっています。 

『就学前』については、「延長保育の充実」、「学童保育所の充実」、「一時保育の充実」と

いった保育内容の充実に対する回答が30％前後で続きます。また、『小学校』については、

「地域における子どもの見守り」が多くなっています。 

 

【就学前調査 N=1,768、小学校調査 N=753／複数回答（５つまで）】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

65.6 

38.8 

31.9 

28.1 

27.0 

24.4 

21.4 

20.5 

17.3 

12.3 

12.2 

12.1 

11.7 

9.6 

9.0 

8.3 

4.6 

4.5 

4.1 

4.2 

66.0 

37.6 

12.9 

18.5 

15.9 

36.8 

17.1 

10.9 

15.1 

15.5 

14.3 

8.6 

14.5 

9.3 

3.7 

9.2 

1.1 

7.6 

6.0 

8.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 

14．子育てにかかる経済的援助

13．仕事と家庭との両立の推進

２．延長保育の充実

７．学童保育所の充実

１．一時保育の充実

19．地域における子どもの見守り

６．病児・病後児保育室の充実

３．休日保育の充実

12．子育てに関する情報提供の充実

11．子どもの発達に関する相談や支援

８．児童館の充実

５．子育て支援センターの充実

17．地域における子育て支援サービスの充実

16．父親の子育て参加の促進

９．保健師等による妊娠から乳児期の健診や相談

10．子育て中の悩みや児童虐待などの相談窓口の充実

４．特定保育の充実

18．子育て支援のネットワークづくり

15．ひとり親家庭等の自立支援の推進

20．その他

就学前

小学生
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（２）四日市市における子育ての環境や支援への満足度 
 

四日市市における子育ての環境や支援への満足度は、『就学前』『小学校』とも、満足と不

満の中間の「３」を選んだ方が最も多くなっています。 

満足度の低い「1」や「2」を選んだ方を合わせると、『就学前』で約40％、『小学校』で

約45％に上り、満足度の高い「５」や「４」を選んだ方を大きく上回っています。 

 

【就学前調査 N=1,882、小学校調査 N=780】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

満足度が高い 

満足度が低い 
11.4 

33.5 

45.3 

8.5 

1.4 

10.7 

29.2 

47.9 

10.7 

1.4 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 

1

2

3

4

5

就学前

小学生


